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１ 下水道の仕組み



①生活環境の改善
家庭などから出るし尿（トイレ）や生活雑排水（台所・風呂・洗面
所・洗濯等）を排除することで、街を清潔に保ち、害虫や悪臭等の発
生を防ぎ、感染症を予防し、生活環境の改善に貢献する。

②水質の保全
家庭などから出るし尿や生活雑排水は下水処理場で浄化後、河川など
へ放流されることで、水質の保全や豊かな自然環境の保全を図る。

③浸水の防除
市街地に降った雨を雨水管や雨水ポンプ場で速やかに排水することに
より、浸水の防除に寄与する。

（１）下水道の役割



★栃木市では、流域関連公共下水道、合併処理浄化槽及び農業集落排水施設による

下水道法上の下水道

他の法令によるもの

流域下水道

都市下水路

単独公共下水道

特定環境保全公共下水道

特定公共下水道

合併処理浄化槽

コミュニティプラン等

《環境省》

《農林水産省》

《国土交通省》

流域関連公共下水道

農業集落排水処理施設

①巴波川流域関連
(栃木、大平、都賀、西方)

②渡良瀬川下流流域関連
(大平、藤岡、岩舟)

（２）生活排水処理施設の種類

公共下水道



（３）下水道施設の構成

下水道施設 排水施設(排水管、排水渠等)

処理施設(水処理施設、汚水処理施設等)

補完施設(ポンプ施設等)



分流式 汚水と雨水を別々の管渠系統で排除する方式

合流式 汚水と雨水を同一の管渠系統で排除する方式

《分流式のイメージ》 《合流式のイメージ》

栃木市では「分流式」を採用

（４）下水の排除方式



（５）下水の処理施設《終末処理場の構成》

最終沈殿池
沈殿しやすくなった浮遊物を
沈殿させ、処理水と活性汚泥
を分離させる。

反応タンク
沈最初沈殿池を経た汚水に
活性汚泥を加えて、空気を
吹き込んで接触させ、有機
物を分解する。

最初沈殿池
下水をゆるやかに流し、比
較的沈殿しやすい物質を、
沈殿、分離する。

沈砂池
下水に含まれている大きな
ゴミや土砂を取り除く。

塩素混和地
きれいになった上澄み水に
含まれる大腸菌などを消毒
・滅菌する。



（６）処理施設［県管理］

①巴波川浄化センター ②大岩藤浄化センター

処理開始：S57.11.1 処理開始：H8.3.31



２ 栃木市の下水道



（１）下水道事業の沿革

年月
巴波川流域関連公共下水道 渡良瀬川下流流域関連公共下水道

栃木 都賀 西方 大平 大平 藤岡 岩舟

Ｓ49.12 下水道法の認可

Ｓ50.01 都計法の認可

Ｓ53 流域関連に切替

Ｓ54

Ｓ55 着手

Ｓ57.11 供用開始

Ｓ60.07 供用開始

Ｓ63

Ｈ元.03 供用開始

Ｈ元

Ｈ08.03 供用開始 供用開始 供用開始

Ｈ13

Ｈ16.03 供用開始

(単独公共下水道事業として着手)下水道法の事業認可

都市計画法の事業認可

巴波川流域関連公共下水道に切替

下水道法の事業認可（着手）

下水道法の事業認可（着手）

下水道法の事業認可（着手）

下水道法の事業認可（着手）

下水道法の事業認可（着手）



（２）処理区

《巴波川処理区》 《大岩藤処理区》

都賀総合支所

西方総合支所

栃木市役所

栃木駅

大平総合支所

岩舟総合支所

藤岡総合支所



（３）下水道事業計画の流れ

公共下水道汚水全体計画

公共下水道事業計画

下水道事業の実施

生活排水処理構想

《下水道事業の全体像の明示》

《当面の事業の計画》

《整備手法の選定イメージ図》

《地域の特性などを考慮し、公共下水道、農業集落排水、合併
処理浄化槽による整備区域を明示》

《関連》



（４）生活排水処理構想図（平成28年度 生活排水処理構想見直し時点）

西方総合支所

都賀総合支所

栃木市役所

栃木駅

大平総合支所

岩舟総合支所

藤岡総合支所



（５）公共下水道整備状況

区 分 令和２年度末

事 業 認 可 面 積 ３，４５１．４０ ha

整 備 面 積 ２，９１８．２５ ha

処 理 区 域 面 積 ２，９１８．２５ ha

管
渠
延
長

汚
水

幹 線 ６８，３５８．５３ m

枝 線 ６５０，９２５．１１ m

計 ７１９，２８３．６４ m

雨水管渠 １，７１６．６４ m

合 計 ７２１，０００．２８ m

マ ン ホ ー ル 数 ２３，６５５．００ か所

汚 水 桝 数 ４１，７４８ か所

マ ン ホ ー ル ポ ン プ 数 ７６．００ か所

全 体 整 備 率 ８４．６０ ％



○参考：工事写真



○参考：整備状況
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整備状況

事業認可面積 整備面積 全体整備率

(ha) (％)

区 分 令和元年度 令和２年度

整 備 面 積 ２６．０４ ha ２７．９７ ha

整
備
延
長

汚水幹線 ４２５．１０ m ―

汚水枝線 ６，６３５．２０ m ８，９８１．２０ m

計 ７，０６０．３０ m ８，９８１．２０ m



（６）今後の整備予定

区 分 令和２年度末

事 業 認 可 面 積 ３，４５１．４０ ha（a）

整 備 面 積 ２，９１８．２５ ha（b）

未 整 備 面 積 ５３３．１５ ha（a-b）

★５３３．１５haの面積で下水道を使えるようにするために必要な管渠延長★

約１３２，０００ｍ

《必要な管渠延長の算出根拠》
これまで整備された「汚水管渠の総延長」を、これまで整備された「総面積(処理面積)」で割って求めた数値に、
未整備面積を掛けたもの。
【注意】イメージしやすいよう単純計算で求めた数値であり、精度の高いものではない。



○参考：公共 耐用年数５０年を迎える管渠延長

耐用年数を迎えるピーク



○参考：下水道施設の老朽化等及び長寿命化対策の事例

《参照元：国土交通省ホームページより》



（７）公共下水道普及状況

区 分 令和元年度末 令和2年度末 増減数

行政区域内人口(外国人含む) A 159,295 人 157,929 人 △ 1,366 人

処理区域内世帯数 B 34,876 世帯 35,137 世帯 261 世帯

〃 人 口 C 96,548 人 97,181 人 633 人

水洗化世帯数 D 32,899 世帯 33,358 世帯 459 世帯

〃 人 口 E 92,986 人 94,215 人 1,229 人

普及率(外国人含む) C/A 60.6 ％ 61.5 ％ 0.9 ％

水洗化率(世帯) D/B 94.3 ％ 94.9 ％ 0.6 ％

〃 (人口) E/C 96.3 ％ 96.9 ％ 0.6 ％

①

②

③

④
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参考：県内市別下水道普及状況（R２年度末普及率）

市 名
行政人口(人) 処理区域内人口(人) 普及率 B/A

Ａ Ｂ （％）

1 宇 都 宮 市 ５１９，９６５ ４６９，３４２ ９０．３

2 下 野 市 ６０，０５３ ４６，８６１ ７８．０

3 足 利 市 １４５，４３９ １１３，２８７ ７７．９

4 佐 野 市 １１６，９８２ ８０，４３４ ６８．８

5 鹿 沼 市 ９６，０４０ ６２，６４２ ６５．２

6 日 光 市 ７９，８２０ ５１，８６４ ６５．０

7 小 山 市 １６７，３８５ １０５，０３３ ６２．７

8 栃 木 市 １５７，９２９ ９７，１８１ ６１．５

9 真 岡 市 ７９，８３３ ４８，００８ ６０．１

10 那須塩原市 １１７，０１６ ６６，３３６ ５６．７

11 大 田 原 市 ７０，３７７ ３９，８３８ ５６．６

12 さ く ら 市 ４４，１８３ ２１，９４４ ４９．７

13 矢 板 市 ３１，６５７ １２，２９６ ３８．８

14 那須烏山市 ２５，４１６ ４，４１１ １７．４



３ 栃木市の農業集落排水



（１）農業集落排水の概要

①目的

・農業集落のし尿、生活雑排水の収集及び処理を行い、生活環境の向上と農業用排水、
公共用水域の水質保全を図ることを目的とした事業。

・汚水の処理は、各地域ごとに市単独処理施設を設置し処理をしている。



（２）各地域の事業

地域 地区 事業期間 供用開始
R2年度末
供用開始
面積(ha)

備 考

大平

大平下皆川地区 H9～H13 H14.4.1 26.10 R14年度公共下水道接続予定

大平みずほ西地区 H12～H17 H18.4.1 53.57 R16年度公共下水道接続予定

藤岡

藤岡巴波川南部地区 H14～H18 H19.4.1 64.03

藤岡巴波川西部地区 H17～H22 H23.4.1 97.85

西方

西方西部地区 H元～H4 H5.4.1 59.41 R10年度公共下水道接続予定

西方本郷金井地区 H4～H9 H10.4.1 50.71 R12年度公共下水道接続予定

参考：農業集落排水事業供用開始関係資料より



（３）農業集落排水処理施設

地 域
大平 藤岡 西方

下皆川地区 みずほ西地区 巴波川南部地区 巴波川西部地区 西方西部地区 本郷金井地区

処理区域

下皆川の一部 川連
土与
蔵井の一部
下皆川の一部

部屋の一部
新波
石川
帯刀

部屋の一部
緑川
蛭沼
西前原
冨吉
中根

本城の一部
元の一部

元の一部
本郷の一部
金井の一部

施設外観

管理費用 約2800万円 約5900万円 約6700万円 約1億770万円 約2600万円 約4100万円

使 用 料 約680万円 約2200万円 約1300万円 約1500万円 約1400万円 約1400万円

接続戸数 222戸 408戸 268戸 261戸 375戸 345戸



（４）農業集落排水施設概要

区 分 令和２年度末

管 渠 延 長 ９６，４５５．２ m

マ ン ホ ー ル 数 １，９７６．０ 箇所

汚 水 桝 数 ２，３００ 箇所

マンホールポンプ数 ２９．０ か所

（５）農業集落排水接続率（市全体）

区分 R元年度 R2年度 増減

戸数

処理区域内戸数 ２，３６５戸 ２，３６６戸 １戸

接続戸数 １，８２７戸 １，８６９戸 ４２戸

接続率 ７７．３％ ７９．０％ １．７％

人口

処理区域内人口 ７，６９７人 ７，６９７人 ０人

接続人口 ５，７７３人 ５，８７３人 １００人

水洗化率 ７５．０％ ７６．３％ １．３％



下皆川地区（供用開始：H14年度）

戸
数

処理区域内戸数 ２２８戸

接続戸数 ２２２戸

接続率 ９７．４％

人
口

処理区域内人口 ６７５人

接続人口 ６５９人

水洗化率 ９７．６％

みずほ西地区（供用開始：H18年度）

戸
数

処理区域内戸数 ４６２戸

接続戸数 ４０８戸

接続率 ８８．３％

人
口

処理区域内人口 １，５４６人

接続人口 １，２４３人

水洗化率 ８０．４％

大平地域

巴波川南部地区（供用開始：H19年度）

戸
数

処理区域内戸数 ３６９戸

接続戸数 ２６８戸

接続率 ６９．９％

人
口

処理区域内人口 １，２４５人

接続人口 ９１５人

水洗化率 ７３．５％

巴波川西部地区（供用開始：H23年度）

戸
数

処理区域内戸数 ５５１戸

接続戸数 ２６１戸

接続率 ４７．４％

人
口

処理区域内人口 ２，０５２人

接続人口 ９０１人

水洗化率 ４３．９％

藤岡地域

西方西部地区（供用開始：H5年度）

戸
数

処理区域内戸数 ３８６戸

接続戸数 ３７５戸

接続率 ９７．２％

人
口

処理区域内人口 １，１２２人

接続人口 １，１２１人

水洗化率 ９９．９％

本郷金井地区（供用開始：H9年度）

戸
数

処理区域内戸数 ３７０戸

接続戸数 ３４５戸

接続率 ９３．２％

人
口

処理区域内人口 １，０５７人

接続人口 １，０３４人

水洗化率 ９７．８％

西方地域

○参考：地域別



ご清聴ありがとうございました。


